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第1葦 欲望する生産  
ドゥルー ズ（G．Deleuze1925－1995）とガタリ（F．Guattari1930－1992）が共同で行った最  
大の仕事は，『アンチ・オイディプス』（1972年）と『千のプラトー』（1980年）という二つの  
著作である。『千のプラトー』は，『アンチ・オイディプス』の続編にあたり，これらの二つの  
















中心的な概念となっている。欲望する生産ほ，「生産の生産」（production de production），  
「登録の生産」（production d’enregistrement），「消費の生産」（productiondeconsommation）  
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という三つの生産によって構成されている。欲望する生産においては，登録や消費すらもが，  

















第2章 生産の生産  
先に述べたように，欲望する生産は，生産の生産，登録の生産，消費の生産によって構成さ  
れている。そこでまず，生産の生産についての説明から始めよう。   
生産の生産を理解するために，次のような場面を思い浮べてみよう。まだ産まれたばかりの  
子どもの口ほ，母の乳房に食いつき，そこからミルクを摂取している。子どもの口や母の乳房  




chines dらsirantes）という複数形で存在しているのである。欲望する諸機械は，乳房と口のよ  
うに，「これとあれ」（et，et Puis）という接続的な形態をもった二項機械である。このような  
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ルーズ＝ガタリの独創の一つがある。   
このような欲望する諸機械の接続的な形態が，生産の生産である。生産の生産ほ，欲望する  
諸機械を「これとあれ」という仕方で接続するので，「接続的総合」（synth占se connective）と  
もいわれるのである8）。  
第3章 器官なき身体  
ドゥルー ズ＝ガタリによれば，二項機械としての欲望する諸機械が現れると，次に欲望する  
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大対象」（enorme objet non diff6renci占）である11）。分節化されていない息や叫びは，分節化  
され，発音された語の隣に第三項として形成される。それと同様に器官なき身体ほ，欲望する  
諸機械の隣に第三項として形成される。欲望する諸機械があれば，器官なき身体は，それらの  
諸機械に寄り添うように存在するのだ。   
このように器官なき身体は，未分化の対象によってのみ構成されている。したがって器官な  
き身体ほ，分節化され 区別された諸器官をもっていない。器官なき身体にほ，口も胃も腸も  
肛門もない。つまりそれは，非有機体的な塊である。したがって器官なき身体ほ，「非生産的な  
もの」（1’improductif），「不毛なもの」（1e st6rile），「生み出されないもの」（1’inengendr6），  







なくて，器官なき身体は，諸部分の傍らにある部分のような全体なのである13）。   
このように器官なき身体ほ，欲望する諸機械の傍らにある未分化で，非有機体的な対象であ  
る。この器官なき身体が，次に述べる登録の生産に対して重要な役割を演じることになる。  
第4章 登録の生産  
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に取って代わったのである16）。   













して見えるのだ18）。   
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れであれ……あれであれ」という形でコードとして登録されるのだ19）。   
次に切断について考えてみよう。欲望する諸機械の接続的形態においては，切断は切断一採  
取であった。すなわち子どもの口が，母の乳房によって生産されたミルクの流れを切断一採取  











離接的関係においては，切断一離脱したストックになるのである加）。   
最後にシニフィアンの性質について考えてみよう。シニフ ィアンほ，離接的に登録された二  
つの機械の全体によって構成されている。シニフィアンを構成する二つの機械は，「これであれ……  




シニフ ィアンから取り外され，切断一離脱させられる。シニフィアンは，シニフィエなきシニ  
フィアンとなる。このシニフィアンは，シニフ ィアンとシニフィエとが対応する一対一対応で  
はない。そうではなくてシニフィアンは，対応するシニフィエをもたないだけ多義的になる。  





りも開かれた多義的な形成体である隠語に似ている」22）。   
このように欲望する諸機械は，コードとして器官なき身体の上に登録される。この欲望する  
諸機械の登録が，登録の生産である。欲望する諸機械の登録ほ，「これであれ……あれであれ」  
という仕方で離接的に登録されるので，登録の生産は，離接的総合（synth占se disjonctive）と  
もいわれるのである幻）。  
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第5章 消章の生産  














圧されたものとしての欲望する諸機械は，「抑圧されたものの回帰」（retour du refou16）とし  
て，円環の中心に回帰してくるのである25）。   
こうして器官なき身体の上にほ，回帰した欲望する諸機械を中心とした諸強度の円環が形成  
されることになる。この場合，器官なき身体は，強度の母胎，強度の土台である。したがって  
ドゥルー ズ＝ガタリは，器官なき身体を強度＝0としている。あらゆる強度は，強度＝0であ  
る器官なき身体を起点にすることになる泌）。   
ドゥルーズ＝ガタリによれば，このような強度の一つ一つから主体が生れてくることになる。  
ある強度から主体が生れ，その次の強度から主体が再び生れ変わる。一連の諸強度の円環を辿っ  
ていくにつれて，その都度，強度から主体が生れ，次々に主体が生まれ変わっていくのだ27）。   
ドゥルーズ＝ガタリは，元ドレスデソ控訴院議長のシュレーバー （D．P．Schreber1842－1911）  
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強度の円環を辿っていくにつれて，主体は，次々と生れ変わるので，この主体は，自己同一性  
を欠いた主体なのである31）。   
さらにドゥルーズ＝ガタリによれは，この主体は，自分が生れてくる強度を消費する32）。再  
びシ ュレーバー の例を取り上げよう。シュレーバー においては，「ヒュペルボレリン」という呼  
び名ほ，非外延的，内包的な強度を指示している。この強度から，シュレーバー の主体は生れ  
る。そしてシュレーバー の主体は，自身が生れてきた強度，すなわち「ヒュペルボレリン」と  
いう呼び名が指示する強度を消費する。さらにシュレーバー の主体は，「オセックのイエズス会  
徒」という呼び名が指示する強度から再び生れ，その強度を消費するのである。このようにシュ  




合わせとして，それを受けとることほ私の正当なる権利である」33）。   
ドゥルーズ＝ガタリは，以上のような主体の在り方，すなわちその都度，強度から生れ，そ  
の強度を消費する主体の在り方を，「だから，それは私である。だから，それは私のものである  








機械に隣接した部品である。主体ほ，「切断一残余あるいは残りもの」（coupure，reSte Ou r6－  
sidu）という在り方をしている。この切断一残余あるいは残りものが，生産の生産の切断であ  
る切断一採取，登録の生産の切断である切断一離脱に続く第三の切断ということになるお）。   
ドゥルー ズ＝ガタリは，『アンチ・オイディプス』の冒頭で次のように書いている。「それほ，  
いたるところで作動している。ある時ほ止まることなく，ある時は断続的に作動している。そ  





主体である私を従属させているのだ。私は，あれこれのそれの付録に過ぎない。   
以上のような，強度から誕生する主体の消費が，消費の生産である。主体は，「だから，それ  
は私である。だから，それは私のものである……」という在り方を示すので，消費の生産は，  
連接的総合（synth占se conjonctive）ともいわれるのである37）。  
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第6章 欲望する生産から見た子ども  
以上に述べたドゥルーズ＝ガタリが提起する欲望する生産の概念を簡単に要約してみよう。   
まず最初ほ生産の生産である。それは接続的総合とも言い換えられる。生産の生産は，欲望  
する諸機械を「これとあれ」という仕方で接続し，流れを生産する総合である。その諸機械の  
生産においては，切断ほ切断一採取として現れる。   
器官なき身体は，欲望する諸機械の接続的形態と対になって現れる。器官なき身体は，未分  
化な巨大対象、非有機体的な塊、欲望する諸機械の傍らにある全体として規定される。   
次に登録の生産である。それほ離接的総合とも言い換えられる。登録の生産ほ，欲望する諸  
機械を器官なき身体の上に「これであれ……あれであれ」という仕方で登録する総合である。  














よって，欲望する生産から捉えられる子どもの在り方を浮き彫りにしてみよう。   
最初に精神分析の視点から捉えられる子どもの在り方について考察してみよう。精神分析と  
は何であるのだろうか。精神分析家の診療室では何が行なわれているのだろうか。精神分析と  
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析は，永遠に子どもを全体的な人物としての父と母に結びつけるのだ。   
しかも子ども自身も，一個の全体的な人物，すなわち口，胃，腸，肛門といった諸々の部分  
対象を統一化し，全体化する全体的な人物である。諸々の部分対象は，そのままの形で，ばら  
ばらの状態では存在し得ず，常に人物の中に回収されることになる。   
以上のことから，精神分析から捉えられる子どもの在り方は，次のようになる。精神分析に  
おいては，子どもは，一人の全体的な人物として，やはり全体的な人物としての父と母だけに  
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もまた，欲望する諸機械であり，子どもの身体の諸部分と接続している。子どもほ，ありとあ  












して生きていて，その欲望する諸撥械は，どこまでもばらばらな諸部分として存在している。   
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